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メキシコ人への暴虐
-ハニガン事件(1976年,アリゾナ)に見出されるもの-
中　野　達　司
はじめに
米国ではヒスパニックと呼ばれる人々が, 2000年にアフリカ系を抜いて
以来人口において第-のマイノリティとなっている…　中でもメキシコ系が最
大にして過半を占める…　さらに米国内には米国籍を持たないメキシコ人が多
くいて,その中で不法身分の者が約500万人いると推定されている1).メキ
シコ系ないしはメキシコ人はカリフォルニア,テキサスなどの南西部におい
て特に多いが,それは地理的位置関係からも肯けることであり,また歴史的
経緯を考えれば尚更のことである.その存在をネガティヴに評価する動きが
今日,癖在化していて,全米の中では比較的リベラルと思われているカ1)フォ
ル二アで,提案63号,提案187号そして提案209号といった,リベラルで
あることをかなぐり捨てるような住民提案が州民の支持を得るなどしてい
*>-㌔
それらは,英語を話さないこと,不法入国,そしてアファーマティヴ・ア
クションが各々問題にされたのであり,全てメキシコ系ないしはメキシコ人
に大いに関わることであった.彼らの存在が米国のメインストI)-ムにとっ
てネガティヴであることを思わせるものである.往々にして厄介者扱いされ
る彼らであるが,彼らが社会的不正義　不平等の犠牲となっていることも少
なくない. 19世紀半ばに南西部が米国債になって以来,メキシコ人やメキ
シコ系は,種々の差別の被害者になってきている…　特に1960年代までは,
学校で,労働の場で,また日常生活において,さらに極端な場合は死後まで,
まさに「揺藍から墓場まで」の差別にさらされてきた…　また,司法や政治へ
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の参加プロセスから排除される傾向も見られた.
メキシコ系の多い地区の学校は劣悪な条件下にあった.職場ではメキシコ
系は「採用されるのは最後で,解雇されるのは最初」などと言われ,雇用,
昇進において不利を強いられ,不平等に忍従させられてきた. 「メキシコ人
と犬,お断り」のレストランや,メキシコ人使用禁止のプールもあった…　そ
して,墓地さえもメキシコ人を締め出している所があった.また,陪審員から
除外されることもあり,選挙権の行使を妨げられる場合もあったのである3).
1960年代を境に多少の改善は見られるものの,彼らが不平等に泣かされ,
人権を環踊される図式は消滅してはいない.彼らが特に公権力の暴力の犠牲
になっていることは随所で指摘されている…　暴力の主は警察官であったり,
テキサスにあってはレインジャ-であったり,また国境域のボーダーパト
ロ-ルであったりする…　いわゆる警察官の暴虐(police brutality)に撰する
ものであり,ロドニー…キング事件でアフリカ系に対するそれは大いに関心
をもたれるところとなったが,メキシコ系も劣らず被害に遭っているのであ
る4).
法の執行官が不法行為者を取り締まろうとするのは基本的には正当であ
る.ただその執行に際して,人間的要田に関しての偏見,ダブルスタンダー
ドなどが絡めば問顕である.実際メキシコ系の人々はメキシコ系であるとい
う人間的要田ゆえに,例えばヨーロッパ系の人であったなら受けなかったと
思われる不当な扱いを受けてきているが,そのような問題についてはチカノ
史もしくはメキシコ系アメl)カ人史において数多くの研究者によって指摘,
論及されている5).
警察官やボーダ-パトロールが「公」 (もしくは「官」)であるなら,「私」
(もしくは「民」)のレベルに筆者は注目するものである,そして小稿におい
ては, 1970年代にアリゾナの国境域で起きた,米国人によるメキシコ人不
法入国者への暴行事件を取り上げ,それに見出されるべき問題点の抽出を試
衣,考察するものである…
なお小稿では,メキシコ国籍を持つ者をメキシコ人と,メキシコ系アメリ
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カ人はメキシコ系と記し,その両者を区別しない場合はメキシカンと記す.
そして,米国人の中で,メキシコ系,先住民,アフリカ系などを除外して,
非ヒスパニックの白人のみを指す場合,アングロ(anglo)と記す.さらに,
メキシコ人不法入国者については,スペイン語話者によって用いられること
の多い呼称インドクメンタド(indocumentado)もしくは不法入国者と表
わすが,今日は問題含みとして避けられる傾向にあるウェットバック
(wetback)という呼称も依拠する資料上あるいは文脈上　用いることもある.
I…　ハニガン事件・裁判
1976年8月18日にアリゾナ州の対メキシコ国境域で起こったある事件を
取り上げる.イソドクメンタドの3人が米国人農場主親子に暴行されたとい
うものであるが,その事件の裁判を伝えたThe New York Timesは,裁判に
おける被害者の証言に基づき事件の概略を以下のように報じている.
(被害者であるメキシコ人は)以下のように証言した. (中略)サル
ファ-…スプリングズ…ヴァレ-を歩いていた時,若い農夫にさらわれ
家のあるところに連れて行かれ,そこには他の二人の農夫がいたが,そ
の後,元のさらわれた場所に近い,国境から数マイルのところに戻っ
た. 3人のメキシコ人の証言によると,そこで彼らは熟せられた火かき
棒で拷問され, 37ドルはどの現金と他の所持品を奪われたとのことで
ある.さらに言うところによれば,彼らは裸,そして裸足の状態で解き
放たれ,ショットガンの散弾を浴びせられたという. (中略)ハニガン
兄弟と彼らの父親,ジョ-ジが加害者であったことが,その3人のメキ
シコ人によって確かめられた6).
加害者はアリゾナ州ダグラス市近郊の事件現場近くにランチョ(農牧場)
を持つハニガン家の者で,最初に被害者を捕らえたのがト-マス(Thomas
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Hanigan, 19歳),そして彼に合流するのが兄のパトT)ック(Patrick Hani-
gan, 22歳)と父親のジョージ(George Hanigan, 67歳)であった.ノ、ニガ
ン家のランチョと家は対メキシコ国境近くにあり,不法越境して来るメキシ
コ人の通り道となっていた.そして事件の数年前からその近辺では盗難事件
が頻発するようになっていて,インドクメンタドによるものと思われてい
た…　そしてパトリックが妻とともに住んでいたトレ-ラ-ハウスも事件の前
月に被害に遭っていた.その時以来パトリックは弟のト-マスとともに周辺
のパトロールを始めていたが,事件の日,たまたまそこを通りかかったのが
被害者の3人　エレアサル…ルエラス(Eleazar Ruelas),べルナベ・エレラ
(BernabSHerrera),マヌエル・ガルシア(Manuel Garcia)であった7)…
事件の有様をもう少し詳しく伝える7あe New York Timesの別の記事は以
下のように報じている.
3人のメキシコ人はその日,それまでに米国入りしてきた数百万の同
胞と何ら変わるところもなく越境した…　チワワで建設作業貞などしてい
たガルシアには米国は初めてであった.メキシコのドゥランゴでの新聞
売りに飽きたエレラ,そしてシナロアの貧しい内陸部から最近アグアプ
リユタに移って来たルエラスは,何も心配はいらないとガルシアに言っ
た…　その二人はエルフ1)ダの近くのランチョで働いたことがあり,そこ
に行けば今度も仕事にありつけると言っていた.
ボーダーパトロールに捕まる危険性があるハイウェイを慎重に避け,
3人は国境を越え,北に向かい始めたのだった.
その当日に起こったとして明らかになったことは事実上,全て彼らの
法廷での証言と彼らへのインタヴューが源であった.そこから数マイル
のところにある広大な牛の放牧場に何時入り込んだのかはわからなかっ
m
彼らが言うにはトラクタ-に乗った男が彼らを見つけると飛び降り,
ピストルを構えた.そして「やい,ウェット′てック…　何処へ行くんだ.
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ここで何をしているんだ」と叫んだ…
男は銃を構えて彼らに車に乗るよう促し(その時ガルシ7は自分たち
が警察官の類いに逮捕されたと思ったそうである),家のあるところま
で乗せて行き,そこで牧場から出てきた二人の男と合流した…
牧夫たちは数分間なにやら話した挙句,ガルシア,エレラ,ルエラを
車に押し込め,事件現場となる所に車を走らせた…
そこで牧夫たちはメキシコ人に対して,その着ていたものを剥ぎ取り,
燃やしてしまうと,両手足を縛り上げ,所持していた僅かなドル札を取
り上げ, 3時間近くも彼らをいたぶり続けた.焼けた火かき棒で彼らの
足を焼いた.そして,去勢して縛り首にすると脅した,
メキシコ人は,やっと解放されると,裸で走らされ,散弾に追いかけ
られながら10マイル程逃げ回ってアグアブT)ユタに辿り着き,病院に
担ぎ込まれたのだった.驚いた病院のスタッフがメキシコの警察当局に
連絡し,そこからコーチ-ズ郡の保安官に抗議がなされた8).
事件後間もなく,前述のとおり,ハニガン家の男3人が逮捕され, 1976
年12月アリゾナ州コーチーズ郡大陪審は3人を誘軌　窃盗,暴行の罪で起
訴することを決定した…裁判開始前の翌年3月ジョージ…ノ、ニガンは死亡し,
息子の2人が被告席に座ることとなる9).
裁判は,何処の裁判所において審理されるかで挟め,さらに陪審員の選考
でも採め,結局, 1977年9月15日に,コーチーズ郡の裁判所において開始
されることとなった.そのように挟めたのは,コ-チ-ズ郡内で審理すると
ハニガン家の地元であり,同家に同情的な土地柄であることから,公正な裁
判が期待できないとの検察側の主張があり,また同郡内での審理が決まった
後にも,弁護側の要求で陪審員からメキシコ系アメリカ人を排除するなどし
たからである.結局裁判は同郡内ピズビーの裁判所で,隣のピマ郡の判事に
よって開かれ,陪審員は全員が非メキシコ系の白人であった10)
メキシコに帰っていた被害者3人は出廷し証言した…　また検察側から,事
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件直後に3人を治療したアグアプリユタの病院の医師の証言,物的証拠を用
いての捜査官そして犯罪学者の証言も行われた,それに対し弁護側は被告に
はアリバイがあると主張し,さらに被害者のメキシコ人の証言の矛盾をつ
き,証言の信愚性を定めようとの法廷戦略で臨んだ…　被害者は事件後,捜査
官の前や大陪審の場などで5回も供述をし,それが記銀に残っていたが,ハ
ニガン家の弁護士は,それら記録に残っている被害者の供述と当日の裁判の
場での証言との間に食い違いを発見しては強調したのであった…　そして,さ
らに弁護士は被告のメキシコ人が-ニガン家からの賠償金を求めているかの
ように巧みに証言を誘導した. 1977年10月7日,陪審団は,パトリック…
ハニガン,トーマス・ハニガンの両名とも全ての訴因(3人のメキシコ人に
対する誘拐,凶器による暴行,窃盗)について無罪との評決を下したU)
この3人のメキシコ人が被害に遭った事件,そしてその裁判は国境の南北
で大いに関心を持たれていた.メキシコ政戸的ま事件について公式に米国政府
に抗議し,米国内ではメキシコ系アメリカ人によってのみならずして審理の
過程が注Elされていた.そして,無罪評決は各方面で大なる批判,抗議にさ
らされた…　事件があった地域(ダグラス)のメキシコ領事は頚い不快の念を
示し, 「これは不法身分メキシコ人狩りの解禁を告示したようなものだ」と
語った.また,アリゾナの人権擁護団体のリ-ダーは,評決後直ちに連邦政
府に対し,ハニガン兄弟を人権採欄の罪で裁くことを要求する考えを表明し
た12)
陪審団は,ハニガン兄弟が3人のメキシコ人に対し何らかのことを行なっ
たことは事実である,と認めるやり取りを判事と交わしていたことが,評決
後に明らかになった.そして,同兄弟を実際問われていた罪より軽微な罪で
裁くことを判事にもちかけたというのである.そのことを伝える地元紙は,
同時に,捜査に当たった警察官の捜査と報告書作成の杜撰さを指摘し,また
ハニガン側弁護士による被害者の証言の矛盾を突いた法廷活動が効を奏し,
陪審団が被害者の証言に疑問を持ったことも報じている13)
評決結果に対する批判は前述の人権団体から上がったのみならず,事件の
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地元,アリゾナの対墨国境域では件の評決は策略と偏見によるものであると
して抗議デモが繰り広げられ,メキシコ系住民による地元商店での不買運動
が呼びかけられた.そして,その指導者は連邦の司法長官に対し「司法の明
白な誤りを正す」ことを求める手紙を書くことを運動の賛同者に促した.隻
た,その示威行動にはアリゾナの主要都市トゥ-ソソのカソリック教会神父
も加わり「わが国の大統領は他国の不正に口出ししているが,自国内の不正
が放っておかれるべきでない」と,当時の大統鎮カ-クー(Jimmy Carter)
の人権外交に絡めて訴えた14)
評決不当との批判に対し,米国の連邦司法当局は評決の翌週にはFBIに
協力を要請し,ハニガン兄弟を公民権法で裁けるかどうかの可能性を検討し
始めている. FBIは立件を是とするには至らなかったが,批判勢力の中に事
件の地元ダグラス出身でワシントンDCのロースクールで学んでいたメキシ
コ系の正義感あふれる法律家の卵,ブスタマンテ(Antonio Bustamante)那
おり,彼の精力的な運動がやがて実を結ぶ15)
「ノ、ニガン事件全国支援委員会」 (National Coalition on the Hanigan Case,
以下「支援委員会」と記す)が結成され,国会,大統領瓶　米国公民権委員
会といった影響力のありそうな相手にロビー活動が行われた. 「白頭鷺を撃
てば起訴されるのに,メキシコ人を撃っても起訴されないのか」と叫ぶブス
タマンテに呼応する者の少なくなく,それはメキシコ系社会の枠を超えて広
がっていった…　例えば,メリーランド大学のイラン系学生協会,カンザス傷
病退役軍人会などが新たな裁判を要求し, AFL-CIO会長は不正義が正され
ていないことを批判した,メキシコ大統嶺ロペス…ポルティージョ(Jos6
L6pezPortillo)は1978年に発した声明の中で事件への関心を示し,またカー
メ-大統鏡は「如何なる事情ゆえであれ米国内にいる全ての者の基本的人権
は守る」と言明した16㌧
一方,ノ、ニガン家に同情的な人々が,メキシコ系が司法省に働きかけを
行っていることを不快とし,地元ダグラスで支援グループを結成した. 「自
由のための開明派国民連合」 (Enlightened Nationals United如>r Freedom)と
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名乗るそのグループはハニガン家の弁護士費用のための募金をし,政府に開
審要求を棄却するよう働きかけ,地元紙にも訴えた.彼らの主張には, 「メ
キシコ人の子供が学校に行くぐらいはいいが,この不法入国者を放っておい
たのでは破滅を招く」, 「(自分たちのいる所が)ある朝目覚めたらメキシコ
債になっていたなどということになってしまう」とかいうものもあるが,
Millerによると,その支援者たちは-ニガン家の著が3人のメキシコ人を痛
めつけたことは認めていながらも, -ニガン兄弟が二度も裁判にかけられる
のを承服しなかったのだという17)
「支援委員会」はハニガン兄弟を公民権法で裁くよう連邦に告発したが退
けられた.公民権法の2つの主要項目のうちの-項目は米国民にのみ適用さ
れ,もう一項は違反者が法の執行官の場合にのみ適用されるというのが理由
であった.しかし「支援委員会」は諦めず,裁判に持ち込む検討を重れ　ま
た,数十人の連邦および州の議員,聖職者,そしてヒスパニックのグループ
が連邦政府を動かすペく活動を続けた18)
それらの活動は無駄ではなかったようで, 1979年10月10日,連邦大陪
審はハニガン兄弟の起訴を発表した.適用されたのはホップズ法(Hobbs
Act)なる「州および国をまたがっての取引」 (interstate and foreign com-
merce)が妨げられないよう設けられた法律であった…　同法はそれまで専ら
組織犯罪の取り締まりに用いられ,最高刑は態役20年,罰金1万ドルとい
うものであったが,人権に関わる事柄で同法が適用されるのは異例のことで
あった.被害者のメキシコ人は「求職者」として「取引」の対象であり,彼
らの働きに行こうとしていた先の農場が「州をまたがっての取引」をしてい
たとの解釈がなされ.同法が適用されたとのことである19)
連発での裁判は1980年6月26日にトゥーソンにおいて開延された.弁護
側の「一事不再理」の申し立て,そしてホヅブズ法の適用不当の訴えを退け
てのものであったが,陪審負の選定にあっては弁護側の要求により, 3年前
の州裁判の場合と同じく,メキシコ系アメリカ人が排除された…　裁判には,
メキシコから被害者3人が出廷して証言し,前回の裁判ではなかったことな
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がら,パトリック・ハニガンの前妻が,ハニガン兄弟が「ウェットバック狩
り」にしばしば出かけていたことを証言した.弁護側は前回に引き続き被害
者の証言に矛盾を見出し,その信愚性を臣めようとした20)
同年7月末に出た結果は, 12人の陪審員のうち8人が有罪, 4人が無罪で
相譲らず,無評決というものであった.ハニガン兄弟の斬罪を求めて活動し
裁判を注視してきたメキシコ系の支援者は直ちに抗議行動を起こし, 8月3
日にはアリゾナの州都,フェニックスで新たな裁判の実施を掲げてデモ行進
が行われ,同日ワシントンDCでは「支援委員会」が司法省に裁判のやり直
しを要求した.また,同年に行われる大統償選挙に独立系候補として名乗り
を上げていたアンダーソン(John B. Anderson)を含む17名の連邦議員が,
もう一度裁判が行われるべきと司法副長官に対し意見表明した.そして,司
法省は同月末には3度日となる裁判を行う方針を固めたのであった21)…
新たな,そして3回目となるハニガン兄弟に対する裁判は1981年1月
20日に開廷した,評決がかなわなかった前回の事態を受けてのこの裁判に
は,前回と大きく異なる点が2点あり,第一点は場所を前回のトゥ-ソンか
らフェニックスに移したことであった…　これは前凪　支援者による裁判への
示威活動が激しかったことを受けて,陪審団への影響を考慮してトクーソン
よりは穏やかになると期待されたフェニックスに移したものであった.第二
点は2人の被告に各々別の陪審団を付け,被告の一方に関する証言が行われ
る時は他方の陪審団は退廷する,という方式が採られたことである.陪審員
の構成においては,検察側からの反対があったものの,前回までと同楓　メ
キシコ系アメリカ人は忌避された22)…
ビズピーでの州の裁判から数えて3度目となるフェニックスにおける裁判
は1981年2月23日に結審した.その過程で検察側からの新たな証言として,
パトリック…ハニガンが「ウェットバックの奴らをしめあげてやった」と富
うのを聴いたという女性の証言が披露された.評決の結果は,パトリック・
ハニガンは3人のメキシコ人に対し暴行と窃盗を働いたとしてホップズ法に
より有罪というものであったが,弟のトーマス・ハニガンは無罪であった…
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その後,パトリックは懲役3年の判決を言い渡された.彼は連邦最高裁にま
でもちこんで無罪を主張したが退けられ, 1983年5月24日に刑が確定し,
服役した㌶).
Ⅱ.ノ、-ガン事件に見出されるもの
アリゾナの片田舎で起こった暴行事件がやがて全米で注目され,その法的
な扱いが法曹界を揺るがすほどになったハニガン事件,そしてその裁判に見
出される問題点を筆者なりに整理してみると,以下のようになる.
(1)米国においてメキシコ人不法入国者が暴行等の被害に遭う
(2) (1)の容疑者の米国人が逮捕され,起訴されるが無罪となる
(3) (2)の無罪に対し非難が起こり,改めて裁判が行われ　一部有罪となる
(1)についての背景として,事件の現場地域ではメキシコ人不法入国者によ
るものと見られる窃盗被害が頻発し,地域住民のメキシコ人不法入国者もし
くはメキシコ人に対する悪評が存在していたことをあげなければならない.
そして(2)で逮挿される容疑者は,自身がそのような窃盗の被害者であっ
た. (2)は,裁判における陪審員からメキシコ系住民が排除されていたことは
問題になるかもしれないが,容疑者適格,起訴,評決という,図式としては
通常のものである. (3)にこそ,この事件,裁判の異質性が見出され　一事不
再理の原則を破るかの如くのプロセスが踏まれ　この段階での裁判は-回目
が不評決となりながら,さらに裁判が行われて, 2人いた被告の一方が有罪
となっている…
この事件が(2)で終わらなかったのは,その評決を不当と考える者が被害者
以外におり,その人々が行動を起こしたからであった.その人々は必ずしも
メキシコに関わりを持つ人ばかりではなかったが,中心的役割を果たしたの
はメキシコ系アメリカ人であった. 19世紀以来特に南西部で二級市民救い
メキシコ人への暴虐-ハニガン事件(1976年, 7Vブナ)に見出されるもの-　　91
に甘んじてきたメキシコ系が,エスニック…アイデンティティを声高に主張
し始めるのが1960年代であり,それが高揚したのが同年代後半から1970年
代にかけてであった.そして,その主張を一面的に捉えれば,その闘う相手
は米国のレイシズムであり,ハニガン事件そしてその裁判はまさにその矛先
の一つであった24)…
同事件の裁判の何についてレイシズムが見出されるかといえば,考えられ
るのは陪審員の選定のあり方である. 3回行われた裁判の何れにおいてもメ
キシコ系住民は陪審員から除外されている.この類いのことはハニガン裁判
に限られたことではないが,ハニガン裁判においては少なくとも被告,ハニ
ガン兄弟が不利になることではなかった…　陪審員が全員白人の評決で,白人
が黒人を殺した場合の裁判では白人被告は無罪となり,黒人が白人を殺した
裁判では黒人被告が有罪となった例が挙げられて,陪審員の選定が差別にな
ることがあることが指摘されてはいる25)…　ハニガン裁判においては札　およ
び連邦の検事がメキシコ系を排除した陪審員の構成に異議を唱えており,防
審員の構成の問題で必ずしも米国の「公」としてのレイシズムと樟弾される
ものでもないように思える.そして,現にハニガン裁判においても, 3回目
には全員白人の陪審団はパトリック・ハニガンを有罪にしている…
しかし, 2回のノ、ニガン裁判においては被告が有罪になっていない・ハニ
ガン兄弟とその父親という白人がメキシコ人に暴行を加えたのは明々白々で
あるのに,加害者が有罪とならないのであれば,結果としての差乳　レイシ
ズムが見出されるというものである.その結果にレイシズムの被害者の立場
のメキシコ系が怒り,強力な抗議行動を展開し,メキシコ系以外の人々の共
感も得,蓮井政府を突き動かすに至ったと,この一連の経緯は捉えられるの
ではないだろうか.最初の裁判で被告が無罪になったのは,前述の陪審員の
選定のあり方をどのように捉えるかにもよるが,裁判のプロセスには確定的
なレイシズムの要素は見出せない26)しかし,その州裁判の結果は前章で記
したとおりであり,連邦政府はかなり論弁的にも思われるホップズ法などと
いうものの適用までして,一事不再理の原則逸脱との誹りを乗り越えて27)
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結果を正さなければならなかったといったところであろう…
ことほどさようにハニガン事件の裁判は特異なものであった.それをもた
らしたものは米国の社会正義というもののあり方に対するメキシコ系さらに
はマイノリティ全体の不満であったと云えよう.個人レベルの暴力事件を「州
をまたいでの取引」妨害とするのは,どう考えても奇異であり.また,ハニ
ガン兄弟の兄,パトリックだけが有罪となり,事件においては兄とほぼ同じ
加害行動をしたと思われ,少なくとも兄の共犯である弟のト-マスが無罪で
ある,ということも理解し難い.米国の司法のあり方を問うなどということ
は法学の素人の能力外のことであり,小稿の意図するところではない…ただ,
それだけ素人に矛盾が感じられるような司法措置をとらしめたのは,メキシ
コ人への犯罪の加害者が処罰されないこと-のメキシコ系の怒りであり,そ
の大きさと説得力の程は強調してもよいのではないだろうか…
また,この事件は,被害者がメキシコ人であったのと同時に,不法入国者
であったことも一つの特徴的な要因であり,それゆえに注目された面もあ
る.ある人権団体のl) -ダーは「八二ガン事件は不法入国者に対する暴力を
止めさせる基点になり得る」と連邦裁判が開始された後に語っている28)米
Eg内で不法身分ゆえに暴力などの被害に遭っても泣き寝入りを余儀なしと
思ってきた者に,米国の司法に訴えることができることを広く示し,不法入
国者の無権利状態とも云うべきものに風穴を開けたことは大いに有意義で
あ513
そのような事情で,注目されたハエガン事件であったが,筆者にはその裁
判以前に,事件そのものにも大いに見出すものがある.先ず,あらためて事
件の模様を,被害者マヌエル・ガルシアの2回目の裁判時での証言を報じる
記事の紹介によって再確認する.
ガルシアは1976年8月1 8日にダグラスから国境を挟んですぐのと
ころのアグアブ.)ユタを出発し,越境し,風車の下にあった水タンクで
水の補給をするところまでを語り,そして続けた.
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ピックアップトラックの男が近寄ってきて「やい,ウェットバック,
何処に行くんだ」とスペイン語で尋ねた.法廷でト-マス・ハニガンで
あるとガルシア氏によって確認されたその男は被害者に車に乗るよう銃
を構えて促した.
被害者は牧場の家に連れて行かれ　そこでジョージ…ハニガンとパト
リック・ハニガンであったと後に確認される2人の男が加わる.パト
リックが3人のメキシコ人を見た曝「俺はお前たちを知っている,お
前たちは俺の家からピストルを盗んだんだ」と言った.検察側によると,
ハニガン家の者は先月ハトl)ックのトレーラーハウスが被害に遭った盗
難の報復のためにメキシコ人を探していたとのことである.
ノ、ニガン親子はメキシコ人を川溝のあるところに皐で連れて行き,そ
こで銃を突きつけながらメキシコ人の手を縛り上げ,転がした.ガルシ
アは「何故だ」と,そして「自分はあんたたちに何もしていないじゃな
いか」と叫んだ,
パトリックはガルシアが36ドルと小銭を持っているのを見つけると
自分のポケットにしまいこんだ…
「彼らは私たちを火の所までロ-プで引きずっていったようだった…
そして『水が飲みたいか』と尋ね,私たちが額くと,背中と足に水をぶっ
かけたのです.今度は私たちを焼けた地面に転がしたのですが,地面の
熱さで私たちは蛇のようにのた打ち回りました」とガルシアは言った.
彼と他の二人は解放されてメキシコに逃げ帰るのだが,加害者の一人
が散弾を浴びせかける中でのことだったとガルシアは証言した29)
この事件の推移を筆者は以下のように捉える…
①　米国人が盗難の被害に遭った.
②　①の被害者は犯人は不法入国メキシコ人であると断定する…
③　①の被害者白身が犯人探しをし,メキシコ人を見つけ,拘束する.
④　①の被害者は③のメキシコ人に罰を与える.
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但し③については, ①の被害者は犯人探しよりも,犯人と断定したメキシ
コ人の同類,即ちメキシコ人不法入国者全般に対し,報復をしようとしたと
の解釈を③ (補)としてあげておきたい…
ここで,この事件よりも1世紀以上も前に米国南西部(カリフォルニア)
で起こったとして記録されている,ある出来事を紹介する…
1850年代の初め頃のこと,まだ暑い夏の午後に,名もない北部の鉱
山町で,ある男が自分の2頭のロバと1頭の馬の行方を足跡を辿ること
で追っていて,一人の人間の足跡が拍車の跡ととも㌢こ,そのロバと馬の
後に続いていたことに気付いたとして,町に戻り,酒場にたむろしてい
た連中に,自分が思うには「メキシコ人が馬とロバを盗んだ」と話した.
そのような話は酒の肴となり, 「どうだ,みんな」と親分気取りの一
人が切り出した. 「そのグt)-ザ　30)をいきなり撃っちまうってのは,
うまくない…　そいつにも公正な裁きってのを受けさせてな,それで法の
尊厳の下で縛り首にしてやろうぜ…　せめてな」と持ちかけた.
そのもっともらしい提案に皆が乗り,再び飲んでは「グリーザーをやっ
ちまえ」と騒いだ.
彼らがベランダに行くと,一人のメキシコ人が拍車の音を立てながら
陽気にワルツを口笛で吹き吹き坂道を歩いてくるところであった.
先の提案をした輩が「あいつだ」と咳いた…
皆に飛びかかかられ,抵抗したが,そのメキシコ人は手足を縛られて
酒場に転がされた…
「縛り首だ」「グT)-ザ-は焼いてしまえ」などとの面白半分の罵声は,
幸いにしてスペイン語しかわからない彼には通じなかった…
すぐに外で陪審員が集められたが,その中には否応なしに引き受けさ
せられた私の友人も含まれていた…　そして,群集は拒む者がいても有無
を言わさず陪審員たちを酒場の中に入らせた.
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簡単な事情説明の後,群集は広いポ-カールームに陪審負を押し込ん
だが,そこにはきれいな線色のテーブルの周りに椅子が並べられていた.
酒場の,その部屋の外の騒音は次第に,そして一旦は完壁に静まった
が,遠くからどんちゃん騒ぎの音が届いていた,
その騒ぎが近づいてくると,酒場は再び人の笑い声とグラスを合わせ
る音で賑やかになっていた.
陪審員の入った部屋のドアがノックされ,鍵が開けられ,上機嫌の男
たちが評決を尋ねた.
代表が「無罪」と答えた…
落胆の悪罵が飛び交い,男たちはピストルを握って, 「もっとまLに
できないのか!」と叫んで,ドアを閉めてしまった.
30分ほどして親分気取りがもう一度ドアを開けて, 「お歴々,今度は
どうだね」と言った.
「有罪!」
「よろしい!それなら,出て来てもらおう.何しろ,我々は1時間も
前にヤツを縛り首にしてしまっているんでね.」
陪審員は「的確に」に任務を果たした.そして数分の後,あたりは元
の静けさを取り戻したが, 「これでメキシコ人は白人の馬には金輪際手
をつけなくなるだろう」と,そこかしこで「肯かれた」.こういった見
せしめの方が,見つけた時にいちいちメキシコ人をしめあげるよりも効
果がある,とまことしやかに語られていたものだった.
夕暮れ時,酒場の男が店を閉めてポ-カ-ルームの裏手を掃いている
時に,いなくなった等の馬が樫の木陰で眠り, 2頭のロバがトランプの
カードをむしゃむしゃ噛んでいるのを見つけて,しばし仰天した.そし
て,その馬とロバが朝からずっとそこにいたことを思い出したのであっ
た31)
これは, 1850年代前半のゴールドラッシュ期のカリフォルニアでの話で
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あり,数年前(1848年)までメキシコ鏡だった土地に金鉱目当てに集まっ
た所謂フォーティ-ナイナー(fortyniner)と呼ばれた白人が群がり,米国
による統治が行き渡る前の出来事であった…そもそも存在しなかった犯罪の,
その犯人に誰かを仕立て上げ,殺してしまう,というあまりにも理不尽　無
軌道なこの事件は,フロンティアの時代の無法地帯での話であるから,当時
のその無法ぶりを物語る-エピソードに過ぎないかもしれない.しかし,犯
人にされる誰かがメキシコ人であったがゆえに小稿は取り上げるのである.
そして,以下のような順序でこの事件の骨子について考えてみるものである.
なお,以下小稿ではこの事件を「49ers無法事件」と記す.
①′　白人(米国人)が泥棒の被害に遭った(と思い込む).
(参′　①Iの被害者は犯人はメキシコ人と断定する…
③′ (かの被害者らの白人によって犯人が捕らえられる.
④′　③′の犯人は捕らえた者たちによって処刑される…
事件ないし事故が起こった時,通常であれば被害者なり目撃者なりが司法
機関に通報する.司法機関はそれが事故なのか犯罪によるものかを判断し,
犯罪であれば捜査をする.上記の①′～④′のうち, ②′～④′は司法後閑が行
うことである.司法機関に協力する意味で②′, ③′が被害者によって何らか
の形で行われることは考えられる. ④′は論外である.しかし, 1850年代の
カ・)フォルニアで起こった「49ers無法事件」にあっては②′～④′の全てが
公の司法機関の関与なしに行われた.
そもそも,この事件は本来存在しなかった筈である.馬もロバも実際は盗
まれていなかったのであるから①′は存在せず,従って②′③′④′と展開す
べくもなかった.しかし,実際は馬鹿馬鹿しい思い込みによって②′へと進む.
ここで筆者が問題にしたいのは,何ら根拠もなく「犯人」を特定の集合の範
関で考え,さらにその集合の要田をエスニックなものとしたということであ
る.少なくとも自分が属するのではないエスニックな集合体に「犯人」を求
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めている…　地域と時代背景から,その集合体は先住民か,メキシコ人にされ
るのがもっともらしい.その土地は元々は先住民のものであり,また数年前
までメキシコという国家が鎖有していた.そしてこの両者はフロンティアの
時代,白人の「正義」によって悪者にされていた.
では,何故この事件の「犯人」は先住民でなくメキシコ人であったのか.
白人にとって,前者より後者の方が接触の機会が多く,また利害関係上　面
倒な存在であったことが背景にあると思われる.その地は元メキシコ額であ
り, 1848年に米国領になってからも,カリフォルニオ(californio)と呼ば
れた先住メキシコ人が住んでいた.またゴールドラッシュ時の金鉱掘りには
メキシコ北部のメキシコ人も押し寄せ,彼ら以外のラテンアメリカ出身者(チ
リ人　ペルー人)とともに,白人のフォーティーナイナーと競合関係にあっ
た…　白人は競合する相手を「グT)-ザ-」 (greaser)と呼んで蔑み,また外
国人である彼らに対し1851年に「外国人採鉱税法」 (Foreign Miners'Tax
Lawof1850))を制定し,排除しようとした…　メキシコ人たち「グリーザ-」
は抵抗し,白人との関係は平和的なものからは程遠かったのである32)
カリフォルニオそして金鉱掘りのメキシコ人を総じて,メキシコ人は白人
に抵抗する図式があり,その中でホアキン…ムリユタQfoaquin Murieta)の
ような義賊的お尋ね者が登場し,今日までヒーロ-としてメキシコ系の間で
語り継がれている.ムリェタが犯罪に走ったのは,妻が白人の鉱夫たちにレ
イプされて殺されたからであったが,襲われる立場に立った白人はメキシコ
人の盗賊に恐怖し,自警団を組織し,メキシコ人皆殺しを叫んで回った33)
そのような背景があって,この事件でも「犯人」はメキシコ人となった.
そして③′は,メキシコ人なら誰でも(強いて言えば拍車を持ったメキシコ
人なら誰でも)よかったが如くで, 「犯人」は簡単に捕まった.そしてすぐ
に④′に移行し, 「犯人」は処刑されている.陪審員の評議が行われているが,
これは「余興」とでも呼ぶほかはない.
この1850年代の事件のプロセス(①′～④′)を, 120年後に起こったノ、ニ
ガン事件のそれ(①～④)と並べて見る.
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①′　白人(米国人)が泥棒の被害に遭った(と思い込む).
②′　①′の被害者は,犯人はメキシコ人と断定する.
③′ (①′の被害者らの)白人は犯人とされたメキシコ人を捕らえる.
④′ (①′の被害者らの)捕らえた者たちは犯人を処刑する.
①　米国人が盗難の被害に遭った.
②　①の被害者は,犯人は不法入国メキシコ人であると断定する・
③　①の被害者自身が犯人探しをし,メキシコ人を見つけ,拘束する.
(③ (捕) ①の被害者は犯人探しよりも,犯人と断定したメキシコ人の同類,
即ちメキシコ人不法入国者全般に対し,報復をしようとしたとの解釈もでき
る.)
④　①の被害者は③のメキシコ人に罰を与える.
先ず盗難事件が発生する(一方の場合は実際は発生していなかったが),
被害者は白人の米国人である…　被害者は事件の処理を司法機関に委ねず,自
分で犯人をメキシコ人と断定する.ここまでは両プロセスは同一である.吹
の段階で,犯人とされるメキシコ人が捕らえられる…　ハニガン兄弟がメキシ
コ人を捕まえ暴行を加える前に,描まえた相手を犯人と決め付ける言動をパ
トリック・ハニガンがしているが,実際はメキシコ人不法入国者であれば誰
でもよかったとも思われる.要するに最初に出会った「それらしいメキシコ
人」を捕えたのであり, ③と③′は同一視される.そして,拘束してすぐに
罰を与えており, ④と④′は同一である.生命まで奪うかどうかの違いは
あったが,ハニガン事件は「49ers無法事件」と同じ図式によって推移した
といえよう…
両事件の間には120年という時間差があり,一方はいかにもそのような事
件の起こりそうな時代に起こっている.ホロンによれば「19世紀半ばの平
均的なアメ.)カ白人開拓者は,肌の熟、ものはすべて劣等民族だから法の平
等な保護などあたえる必要はないと考えていた」34)そうであり,そのような
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考えがまかり通っていた時代の,米国領になって間もなくで,統治機構の整
備よりも早く金鉱を掘り当てようと人だけは押し寄せていて,法の支配など
からはおよそかけ離れた頃のことであった. 「49ers無法事件」は伝聞を書
き綴った者がいたため例外であろうが,記録に残らない同じような理不尽な
被害は数多あったことと思われる. Nor肋From Mexico : The Spanish Speaking
People of The United Siわtesという,米国におけるメキシコ系の歴史に関する
古典的作品の著者McWilliamsは,ロスアンジェルスでは1854年に, 1日に
1人は人が殺され,その犠牲者の殆どがメキンカンか,先住民であったとし,
メキシカンをリンチにかけることは野外スポーツのようになっていたと評し
ている35)…
「49ers無法事件」はそのような無法時代の「西部」の「フロンティア」
での出来事であり,それより後に「西部」の先住民へのジェノサイドとも言
うべきいくつかの悲劇が起こっている.犯罪が,そして無法が許されるわけ
ではないが, 「49ers無法事件」の類いが起こっても不思議でない時代のこと
ではあった.一方,ハニガン事件は米国が月に人を送る時代に起こっている…
全土が物質的にも制度的にも開け,公民権法が成立して10年以上も経過し,
他国の人権問題に口出しをしている頃の米国で, 「西部劇」の時代と同じよ
うなことが起こったことが問題である.しかもそれを一旦は然るべく裁くこ
とができなかったこともやはり問題であったが,国家としてそれを放置せず,
連邦政府が「,ホップズ法」なる専門家しか知らないような法律をかなり無理
してまで適用して裁こうとしたことは,それ自体にまた別の問題が見出せな
くもないが,一応は国家として「西部劇」的野蛮さを断罪しようとしたと評
価できなくもない.しかし政府をそのように動かしたものは自身の「公正さ」
への執着などではなく,メキシコ系やメキシコ人の集い抗議であった.
「49ers無法事件」の120年後の無法も驚きであるが,その当時と変わら
ぬメキシコ人への蔑視,差別が米国に存在し続けるとメキシコ系が思うから
こそ,彼らはそれを告発するのである.ハ二ガン事件はハニガン家が盗難の
被害にあったから起ったことではあったが,少なくとも加害者がメキシカン
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を快く思っていなかったのは事実である.ハニガン兄弟の父,ジョージ…ハ
ニガンはランチョの所有者にして乳業会社の経営者で,共和党の全国大会の
代議員を務めたこともあり,地元では-廉以上の存在であったが,たい-ん
なメキシカン嫌いであった.地元の親睦会にメキシコ系が入会しようとする
と,締め出しのための画策をして常に排除していたそうであり,あまつさえ
息子のト-マスの高校生の時のパ-ティーにメキシコ系の友達が来た時に
は, 「すぐに追い返せ」と言い放ったそうである36)
転.・I・・',二
小稀はハニガン事件について,先ず第一に,事件そのものの前近代性に注
目し,アングロが自分たちの正義を振りかざしメキシコ人に犠牲を強いたと
ころを問題とした.アリゾナの,西部劇の舞台として知られるトゥームストー
ンに至近の地でのことながら,フロンティアが消減したと言われてから100
年近くも後に,西部劇の中の一場面のような手荒な事が,台本なしに,無垢
なメキシコ人相手に行われたのである.そのようなことを行うアングロがそ
の当時まだ存在したという事実は,例外的なことではないかと思いたくもな
るが,その行いに同情的な近隣住民の存在,加害者を無罪評決した当初の裁
判結果を大小合わせ考えれば, 19世紀の横暴にして露骨なアングロ優越の
意識が,少なくとも当該地域においては1世紀後も続いて存在しているので
はないかと考えさせられる.
程度の大小を問わなければアングロ優越,メキシカソ蔑視がアングロの間
に存在し続けていることは,いうまでもなく,それゆえにメキシコ系の人々
が自らを守るペく阻織を作り,特にチカノと自らを呼ぶ人々が1960年代か
ら不正義,不平等に泣き寝入りしないとの運動を展開するようになっている
のである.ハニガン事件に筆者は,アングロ優越の前近代性の存続を見る思
いであり, 1世紀以上前の出来事との同質性に注目したものであった.しか
し,メキシカンにとってハニガン事件は,事件そのものもさることながら,
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むしろ事件後のプロセスが大いに問題であった.
メキシカン,特にメキシコ系の人々は,その事件の裁きに大いに執着し,
最初の裁判での無罪評決に怒りを顕わにしたものであった.本事件は,この
ような事件後のプロセス,すなわち裁判に大いに関心が集まったものであっ
た.そして, 2回日, 3回目と裁判が行われ, 3回目についに加害者の一人
が有罪となった.メキシカンの主張が一矢報いたのであるが,このプロセス
について筆者はある面,小さからぬ戸惑いを覚えたものである.有罪となる
べき被告が無罪となったことに対し束い抗議があったので,連邦政府(司法
省)はあらためて裁判を実施することとし,一人の被告は有罪となったので
ある.抗議の声が大きければ何とかなるのか.米国の司法制度に暗い筆者は,
戸惑うところで止まっている.
司法というもののあり方に行き着く問題で戸惑うのと同時に,声を上げた
からノ、ニガン事件の加害者は珍妙な形ではありながらも裁かれたことを考え
ると,そこまでも世論と政府を動かしたメキシコ系のパワーには驚かされる…
アリゾナの片田舎の暴行事件が,一時は全国紙で連日報じられる程注目され
そうなるようメキシコ系がェネルギーを注いだものであった.そのエネル
ギーとそれがもたらした結果への驚きと共に,事が決着して20年を経た今
日,筆者はある面,奇異の念も抱いている.既出のホアキソ・ムリエタの時
代以来,南西部が米国債になって後の,メキシカンが犠牲になった米国の不
正義については,時に被害者が民間伝承のヒ-ローとなって語り継がれ,普
たメキシコ系研究者の論及の対象となってきている37)しかし,解せないの
は,あれだけ注目されたハニガン事件,裁判が,研究者によって取り上げら
れることが稀なことである.
全く取り上げられないわけではなく,例えば社会学者のMirandaは,メキ
シカンがアングロの社会不正義の犠牲になっていることを告発した著書
Grit,卿Justiceにおいて,ハニガン事件も僅かながら取りあげ,もっとも忌ま
わしい事件の一つと指弾している38)しかし,筆者がメキシコ系の歴史学者
として注目し,実際メキシコ系の歴史についての評価の高い著書を世に送り
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出している,複数の研究者の代表作において,ハニガン事件は取り上げられ
ていない…　わけてもメキシコ系の中でも特に自らをチカノと呼ぶ人々の間で
バイブル的評価を受けているRodolfo Acu:丘a, Occupied America, A History of
Chicanos (Third Edition, 1988)においても然りであることには,些かの驚き
を覚える39)
同書は, 1960年代および1970年代にメキシコ系が被害にあった十指に余
る事件を紹介していて40)その流れにおいてハニガン事件に触れることはか
なり自然と思われるにも拘わらず,である.ただ,そこで留意すべきことは,
同書で触れられているそれらの事件は,全て警察など公権力が事件の加害者
もしくは主謀者であり,その点において一貫していることである…　小稿の「始
めに」で述べたまさしく「公」によるものが取り扱われているのであった.
「公」が起こす事件は,民を平等に扱うべき公権力が起こしているがゆえに
とりわけ罪深く,その不平等は告発されるべきにして,研究者が取り上げて
追求するのであろう.
ハニガン事件は,裁判はともかくも,事件そのものは「私」のレベルのも
のであり,それがゆえに小稲は注目したものであった.メキシカンが被害を
受けるような「私」のレベルの不平等の存在を訴えるべく小稿はもがいただ
けかもしれないが,少なくとも米国でそれ,すなわちメキシカンに対する「私」
レベルでの不平亀　差別が存在しないわけではないことだけは確かなことで
あった. 「t)ベラリズムというものは,表面的には平等を,しかし実質的に
は不平等をもたらすものなのだ」41)との捉え方があるようであるが,自由の
国,米国で建国200周年の年に起こった事件に,その捉え方の慧限たるを知
らされた思いがする.
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American Brutality toward Mexicans
-What the Hanigans Case (in Arizona, 1976) Suggests-
Tatsushi Nakano
ln August, 1976, three Mexicans who had crossed the border illegally were caught and
tortured by an Arizona rancher and his hmily. One month earlier, the house of the ranch-
er was broken into and some possessions were stolen. The rancher and his brother
(Hanigan brothers) resumed the burglar(s) were Mexican and began to patrol their ranch.
A county grand jury indicted the Hanigan brothers on several counts. Although more
than a third of the population of the region is Mexican American, an all white jury was
impaneled… The jury returned a verdict of not guilty on all counts… The verdict astonished
the Hispanic community and its supporters; soon after they pursued tenaciously the Jus-
tice Department to force action. The Hanigan brothers were indicted for violating the
Hobbs Act, the law which speaks of "interference with commerce by threats of violence.
Finally one of the Hanigans was sentenced to three years m prison while the other was
acquitted.
In the 1850 s, in California a forty-niner discovered that his animals were missing and
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alleged some Mexicans had stolen them. He and a crowd seized the血st Mexican they
sighted and hanged him,… A氏erwards the animals the forty-niner had thought to be thieved
were found not stolen.
There can be seen a similarity between the two cases; in both, Mexicans were charged
with theft and innocent Mexicans were punished without the intervention of a law en-
forcement o:氏.cer. The author considers it noteworthy that the forty-niner's case was in a
lawless era, while the Hanigans case happened in 1976, after the civil rights were estab-
lished…
